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１．概要 

 本資料では，主蒸気逃がし安全弁排気管の耐震クラスの考え方について示す。 

 

２．主蒸気逃がし安全弁排気管の耐震クラスについて 

 主蒸気逃がし安全弁排気管（以下「排気管」という。）は，主蒸気逃がし安全弁から排気された蒸

気をＳ／Ｃに導き蒸気を凝縮させる機能を有しており，原子炉安全停止時及びＬＯＣＡ後の炉圧の

減圧を目的としている。地震後に原子炉を安全停止するためのプラントシーケンスを図 1に，ＬＯ

ＣＡ後のプラントシーケンスを図 2に示す。 

 排気管の耐震クラスとしては，排気管はＢクラスの定義のうち「原子炉冷却材圧力バウンダリに

直接接続されていて一次冷却材を内蔵しているか又は内蔵しうる施設」の主要設備に分類されるが，

表 1の考え方に基づき，Ｄ／Ｗ内をＢ（Ｓｓ），Ｓ／Ｃ内をＳクラスとしている。 

 

表 1 今回工認における排気管の機能及び耐震クラス 

 耐震クラス 考え方 

Ｄ
／
Ｗ
内 

Ｂ（Ｓｓ） 

Ｓｓ地震により排気管が破損したとしても，Ｄ／Ｗ内に放出された蒸気は，
ベント管を通してＳ／Ｃのプール水中に導かれて凝縮する＊ため，格納容器内
圧が有意に上昇することはない（最高使用圧力を超えることはない）が，格
納容器への影響を保守的に考慮して，基準地震動Ｓｓに対してＤ／Ｗ内の排
気管が破損しないことを確認する。 
 

注記＊：Ｄ／Ｗ内で破損した場合の蒸気の流れについて図 3に示す。 

Ｓ
／
Ｃ
内 

Ｓ 

・Ｓｓ地震による安全停止時に排気管がＳ／Ｃ内の気相部で破損した場合，
主蒸気逃がし安全弁から排気された蒸気の凝縮が十分に行えなくなること
から，Ｓ／Ｃ内の排気管はＳクラスとして設計する。 

・排気管がＳ／Ｃ内の気相部で破損した場合，ベント管を通した蒸気の凝縮
が十分に行えなくなり，原子炉格納容器の圧力抑制装置（ダイヤフラムフ
ロア，ベント管）としての機能が損なわれるおそれがあることから，排気
管を圧力抑制装置の一部とみなしＳクラスとして設計する。 
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図 1 Ｓｓ地震後のプラントシーケンス（通常運転状態から） 

 

Ｓｓ地震発生

スクラム（ＣＲ挿入）

ＲＰＶバウンダリ隔離弁閉

ＳＲＶ（安全弁機能）作動

ＲＣＩＣ／ＨＰＣＦ注入

ＳＲＶ（逃がし弁機能）作動

ＲＨＲによる冷却

安全性確保

排気管を介して
Ｓ／Ｃプール水中で蒸気凝縮
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図 2 ＬＯＣＡ後のプラントシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＯＣＡ

ＥＣＣＳ＋ＳＲＶ（ＡＤＳ機能）
機能維持

圧力低減装置（ダイヤフラムフロア，ベント管）
機能維持

安全性確保

格納容器バウンダリ機能維持

排気管を介して
Ｓ／Ｃプール水中で蒸気凝縮
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図 3 Ｄ／Ｗ内で排気管が破損した場合の蒸気の流れ 


